
滋賀県議会だより

　

昨
年
度
末
に
策
定
さ
れ
た
「
滋

賀
県
行
政
経
営
方
針
２
０
２
３
―

２
０
２
６
」
で
は
、
４
年
間
に
累
計
で

６
２
３
億
円
の
財
源
不
足
が
見
込
ま
れ

て
い
ま
す
が
、
今
後
、
県
と
し
て
自
主

財
源
の
確
保
と
県
有
資
産
の
売
却
・
利

活
用
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
な
取
組
を

進
め
て
い
く
の
か
、
そ
の
戦
略
に
つ
い

て
伺
い
ま
す
。

　

ま
た
、
知
事
は
県
庁
周
辺
の
県
有
地

に
医
療
・
福
祉
の
拠
点
と
な
る
施
設
を

新
た
に
整
備
す
る
こ
と
を
明
ら
か
に
さ

れ
ま
し
た
が
、
行
政
経
営
方
針
に
照
ら

し
て
、整
備
手
法
に
つ
い
て
の
考
え
方
、

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
感
や
そ
の
意
義
、
知
事

の
決
意
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　

自
主
財
源
の
確
保
に
つ
い
て
は
、

地
域
経
済
の
活
性
化
に
よ
る
県
税

収
入
の
確
保
に
加
え
、
企
業
・
団
体
等

と
の
共
創
の
観
点
に
立
ち
、
相
互
が 

ウ
イ
ン
ウ
イ
ン
と
な
る
よ
う
な
提
案
や

関
係
づ
く
り
に
取
り
組
み
、
寄
附
や
広

告
、
ネ※

ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
等
を
よ
り
強

化
し
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
県
有
資
産
に
つ
い
て
は
、
不

用
資
産
の
売
却
だ
け
で
は
な
く
、
市
場

調
査
を
活
用
し
、
民
間
の
ノ
ウ
ハ
ウ
等

を
積
極
的
に
取
り
入
れ
て
、
貸
付
け
の

手
法
を
含
め
幅
広
い
利
活
用
に
つ
な
げ

て
い
き
ま
す
。

　

医
療
福
祉
拠
点
の
整
備
手
法
に
つ
い

て
、
行
政
経
営
方
針
で
は
、
民
間
活
力

を
積
極
的
に
取
り
入
れ
、
柔
軟
な
発
想

を
持
っ
て
、
効
果
的
な
活
用
に
つ
な
げ

る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
こ
の
拠
点
の

整
備
に
当
た
っ
て
も
、
こ
の
場
所
で
継

続
的
に
人
材
養
成
を
続
け
る
た
め
、
土

地
は
定
期
借
地
方
式
を
採
用
し
、
施
設

は
民
間
提
案
を
基
本
に
進
め
る
こ
と
が

効
果
的
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
現

在
、
そ
の
可
能
性
に
つ
い
て
市
場
調
査

を
行
っ
て
お
り
、
引
き
続
き
、
民
間
事

業
者
の
皆
さ
ん
等
と
の
対
話
を
重
ね
な

が
ら
、県
庁
周
辺
地
域
に
ふ
さ
わ
し
い
、

よ
り
魅
力
的
な
提
案
を
引
き
出
せ
る
よ

う
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

こ
の
拠
点
は
、
令
和
９
年
春
の
供
用

開
始
を
目
指
し
て
お
り
、
関
係
団
体
の

連
携
強
化
等
に
資
す
る
「
医
療
福
祉
セ

ン
タ
ー
機
能
」
と
、
医
療
福
祉
関
係
の

専
門
職
を
養
成
す
る「
人
材
養
成
機
能
」

の
整
備
に
よ
り
、
保
健
・
医
療
・
介
護

を
一
体
的
に
提
供
す
る
「
地
域
包
括
ケ

ア
シ
ス
テ
ム
」
の
更
な
る
推
進
と
県
全

体
へ
の
展
開
を
図
る
も
の
で
す
。

　

関
係
部
局
の
力
を
結
集
し
、
こ
の
構

想
を
着
実
に
進
め
る
こ
と
で
、
医
療
福

祉
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
つ
な
げ
、
誰
も

が
自
分
ら
し
く
幸
せ
を
感
じ
ら
れ
る

「
健
康
し
が
」
の
実
現
を
目
指
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

５
月
に
大
杉
副
知
事
が
バ
チ
カ

ン
を
訪
問
さ
れ
、「
安あ

土づ
ち

山や
ま

図ず

屏び
ょ
う

風ぶ

」
の
探
索
調
査
等
に
つ
い
て
協
力
を

依
頼
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
安
土
城
跡
で
は
令
和
５
年
度

か
ら
20
年
計
画
で
調
査
、
整
備
を
ス

タ
ー
ト
さ
せ
ま
す
が
、
節
目
の
築
城
４

５
０
年
を
迎
え
る
令
和
８
年
、
さ
ら
に

は
そ
の
先
に
向
け
て
、
こ
の
一
大
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
全
体
を
県
政
に
ど
う
埋
め
込

み
、
進
め
て
い
く
の
か
伺
い
ま
す
。

　

安
土
城
に
関
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
の
進
め
方
で
す
が
、「
健
康
し

が
」
の
実
現
に
向
け
た
大
切
な
取
組
の

一
つ
と
し
て「
文
化
財
の
保
存
と
活
用
」

を
進
め
て
お
り
、
基
本
構
想
実
施
計
画

に
も
城じ

ょ
う

郭か
く

等
の
活
用
・
発
信
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
を
位
置
づ
け
て
い
ま
す
。

　

中
で
も
安
土
城
は
、
織
田
信
長
が
当

時
の
技
術
と
文
化
の
粋
を
集
め
て
築
い

た
天
下
無
双
の
大
城
郭
で
あ
り
、「
安

土
山
図
屏
風
」
に
よ
っ
て
バ
チ
カ
ン
に

ま
で
伝
わ
っ
た
、
そ
の
幻
の
城
の
姿
を

今
も
多
く
の
人
々
が
追
い
求
め
る
な
ど
、

夢
や
ロ
マ
ン
に
あ
ふ
れ
た
日
本
の
宝
だ

と
考
え
ま
す
。
こ
の
城
郭
史
上
屈
指
の

価
値
や
抜
群
の
知
名
度
を
活
か
し
て
い

き
ま
す
。

　

先
月
、
地
元
の
摠そ

う

見け
ん

寺じ

・
近
江
八
幡

市
・
東
近
江
市
と
結
ん
だ
覚
書
を
基
に
、

ま
ず
は
保
全
を
第
一
に
し
つ
つ
、活
用
・

発
信
に
お
い
て
は
、
福
井
・
岐
阜
両
県

と
も
戦
国
や
城
郭
等
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に

連
携
し
ま
す
。
ま
た
、
万
博
も
活
用
す

る
こ
と
で
、
世
界
と
の
つ
な
が
り
も
意

識
し
な
が
ら
築
城
４
５
０
年
、
更
に
そ

の
先
に
向
け
、
取
組
を
進
め
て
い
き
ま

す
。　

「
滋
賀
県
県
産
材
の
利
用
の
促

進
に
関
す
る
条
例
」
が
本
年
３
月

に
議
員
提
案
に
よ
り
制
定
さ
れ
ま
し
た

が
、「
や
ま
の
知
事
」
を
標
ぼ
う
さ
れ

て
い
る
知
事
と
し
て
、「
や
ま
の
健
康
」

を
更
に
バ
ー
ジ
ョ
ン
ア
ッ
プ
さ
せ
る
べ

く
新
た
に
「
び
わ
湖
材
流
通
推
進
課
」

を
設
置
さ
れ
た
想
い
と
、
課
題
認
識
、

今
後
の
取
組
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　

本
県
の
森
林
資
源
が
利
用
期
を

迎
え
充
実
し
つ
つ
あ
る
中
、
現
在

は
、
森
林
資
源
の
循
環
利
用
に
よ
る
林

業
・
木
材
産
業
の
成
長
産
業
化
を
図
る

大
き
な
転
換
期
に
あ
る
と
認
識
し
て
い

ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
認
識
の
も
と
、「
滋
賀

県
県
産
材
の
利
用
の
促
進
に
関
す
る
条

例
」
の
制
定
を
機
に
、
川
上
か
ら
川
下

ま
で
を
一
元
的
に
捉
え
て
施
策
を
展
開

す
る
た
め
、
び
わ
湖
材
流
通
推
進
課
を

設
置
し
ま
し
た
。

（
裏
面
に
続
き
ま
す
）

　６月定例会議では、生活者支援および事業者支援の観点から物価高騰対
策を講じ、県民生活および地域経済を下支えする経費のほか、国の内示を
受けた公共事業費の追加等に係る経費など84億5,057万８千円を追加する
「令和５年度滋賀県一般会計補正予算（第２号）」や、旧教育会館の解体等に
要する経費に関し1,406万７千円を追加する「令和５年度滋賀県一般会計
補正予算（第３号）」など、知事提出議案20件と議員提出議案２件が上程さ
れました。
　各委員会では、付託された各議案、請願その他所管事項について審議等

を行いました。
　これらの審議の結果、いずれも原案のとおり可決または同意しました。
　なお、令和５年度補正予算（第３号）の執行に関する附帯決議が総務・
企画・公室常任委員会で可決され、本会議で委員長から報告されました。

　医療福祉拠点のうち人材養成機能等を担う民間事業者の公募に向け、旧
教育会館の解体等を行う「令和５年度滋賀県一般会計補正予算（第３号）」
の執行に当たって、予定する令和９年４月の供用開始を堅守するとともに
目的とする機能を十分に発揮できる施設となるよう関係機関とも十分に連
携し進めること、今回の公費による収去は特異であって今後前例とならな
いようにすることは勿論、広く県民に対する説明責任を果たすこと、公有
財産の使用許可あるいは貸付けにおいて二度と問題が起こらないよう対策
を講ずることを知事に求めました。

６月22日～７月14日の23日間 ●令和５年度補正予算（第３号）に対する附帯決議の概要

探索に向けた協力要請

行
財
政

用語解説 ※「ネーミングライツ」・・・公共施設などに企業名や商品のブランド名などを冠した愛称を付ける権利のこと。命名権。

びわ湖材の販売

文
化

森
林
政
策

６
月
定
例
会
議
に
お
け
る

　  

　
質
疑・質
問
か
ら

　質
疑
・
質
問
の

　詳
細
は
こ
ち
ら

◀
か
ら
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こ
の
印
刷
物
は
古
紙
パ
ル
プ
を
配
合
し
て
い
ま
す

　

現
在
の
課
題
と
し
て
、
川
上
で
は
木

材
生
産
量
の
拡
大
、
川
中
で
は
県
産
材

の
供
給
体
制
の
整
備
、
川
下
で
は
県
産

材
の
利
用
促
進
、
更
に
そ
の
基
盤
と
し

て
人
材
育
成
や
ス
マ
ー
ト
林
業
の
推
進

が
必
要
だ
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
課
題
解
決
を
図
り
な
が
ら
、

「
や
ま
の
資
源
」
を
フ
ル
活
用
し
て
林

業
・
木
材
産
業
を
成
長
発
展
さ
せ
、
環

境
と
経
済
が
両
立
す
る
滋
賀
ら
し
い
グ

リ
ー
ン
成
長
を
実
現
し
て
い
き
ま
す
。

　

子
ど
も
の
た
め
に
、
子
ど
も
と

と
も
に
つ
く
る
県
政
の
実
現
に
向

け
、
子
ど
も
に
関
す
る
施
策
を
強
力
に

推
進
す
る
た
め
、本
年
４
月
28
日
に「
滋

賀
県
子
ど
も
政
策
推
進
本
部
」
を
設
置

さ
れ
ま
し
た
が
、
そ
の
役
割
と
目
指
す

と
こ
ろ
を
、
本
部
長
で
あ
る
知
事
に
伺

い
ま
す
。

　

子
ど
も
政
策
推
進
本
部
の
役
割

等
に
つ
い
て
で
す
が
、
こ
の
本
部

は
、
子
ど
も
施
策
を
強
力
に
推
進
し
て

い
く
た
め
の
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
で
あ
り
、

構
成
員
で
あ
る
各
部
局
の
長
が
、
子
ど

も
施
策
の
企
画
・
立
案
か
ら
、
国
や
市

町
、
事
業
者
等
と
の
連
携
、
財
源
の
あ

り
方
な
ど
幅
広
く
検
討
を
行
う
こ
と
に

よ
り
、
子
ど
も
を
真
ん
中
に
置
い
た
取

組
を
各
分
野
で
横
断
的
に
進
め
ら
れ
る

よ
う
に
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

本
部
長
で
あ
る
私
が
先
頭
に
立
っ
て
、

当
事
者
で
あ
る
子
ど
も
・
若
者
の
声
も

反
映
し
、
本
県
が
進
め
る
子
ど
も
・
若

者
施
策
の
具
体
的
な
姿
を
形
作
り
、
県

民
の
皆
様
に
も
お
示
し
し
な
が
ら
、
全

庁
を
挙
げ
て
子
ど
も
施
策
を
進
め
て
い

き
ま
す
。

　
「
滋
賀
県
中
小
企
業
の
活
性
化

の
推
進
に
関
す
る
条
例
」
の
施
行

後
10
年
を
迎
え
た
昨
年
か
ら
、
実
態
調

査
や
企
業
訪
問
を
通
し
て
中
小
企
業
の

声
を
聴
く
取
組
が
実
施
さ
れ
、
施
策
の

総
括
や
検
証
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
「
も
の
づ
く
り
県
」
を
自
負
す
る
本

県
と
し
て
一
層
の
振
興
を
目
指
し
た
中

小
企
業
の
育
成
と
、
滋
賀
の
経
済
活
性

化
に
ど
の
よ
う
に
取
り
組
む
の
か
伺
い

ま
す
。

　

中
小
企
業
は
地
域
社
会
の
担
い

手
と
し
て
重
要
な
存
在
で
す
。
中

小
企
業
の
皆
様
の
声
を
直
接
お
聞
き
す

る
中
で
、
本
県
経
済
の
主
役
で
あ
る
中

小
企
業
の
活
性
化
に
対
す
る
思
い
を
強

く
し
て
い
ま
す
。

　

厳
し
い
経
済
社
会
状
況
の
中
に
あ
っ

て
も
、
本
県
の
特
徴
で
あ
る
「
も
の
づ

く
り
産
業
」
を
支
え
る
中
小
企
業
を
は

じ
め
、
様
々
な
中
小
企
業
が
未
来
に
向

け
果
敢
に
事
業
活
動
を
展
開
さ
れ
、
地

域
で
生
き
生
き
と
活
躍
さ
れ
成
長
す
る

こ
と
が
、
本
県
に
と
っ
て
不
可
欠
で
あ

る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、新
た
な
方
向
性
と
し
て
、

中
小
企
業
の
「
ひ
と
づ
く
り
、
新
た
な

挑
戦
お
よ
び
社
会
的
課
題
解
決
、
経
営

基
盤
の
強
化
」
へ
の
支
援
に
取
り
組
む

こ
と
と
し
、
今
年
度
、
こ
れ
ら
の
方
向

性
を
盛
り
込
ん
だ
条
例
の
改
正
を
行
い
、

様
々
な
関
係
者
が
一
丸
と
な
っ
て
、
中

小
企
業
の
活
性
化
を
一
層
推
進
し
て
い

き
ま
す
。

　

２
０
２
５
年
に
、
国
民
ス
ポ
ー

ツ
大
会
・
全
国
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ

大
会
を
控
え
る
本
県
は
、
強
靱
化
と
と

も
に
「
お
も
て
な
し
」
の
意
味
を
込
め

て
快
適
で
健
全
な
道
路
整
備
が
必
要
不

可
欠
で
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
今
年
度

か
ら
ス
タ
ー
ト
す
る
新
た
な
「
道
路
整

備
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
２
０
２

３
」
を
基
に
県
土
の
強
靱
化
を
迅
速
に

行
う
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
本
県
の
国
道
・
県

道
の
整
備
率
は
令
和
２
年
度
末
で
全
国

38
番
目
、
国
が
事
業
主
体
の
直
轄
国
道

に
あ
っ
て
は
42
番
目
と
い
う
低
さ
で
す

が
、
そ
の
原
因
と
今
後
の
道
路
整
備
率

向
上
に
む
け
た
戦
略
を
伺
い
ま
す
。

　

本
県
で
は
、
名
神
高
速
道
路
や

国
道
１
号
な
ど
、
広
域
的
な
幹
線

道
路
が
早
い
時
期
か
ら
整
備
さ
れ
、
企

業
進
出
や
人
口
増
加
が
急
激
に
進
ん
だ

一
方
で
、
そ
れ
に
伴
う
交
通
量
の
伸
び

に
そ
の
後
の
道
路
整
備
が
十
分
に
追
い

つ
か
ず
、
今
な
お
、
各
地
で
渋
滞
が
発

生
す
る
な
ど
、
整
備
率
が
低
い
状
況
が

続
い
て
い
る
も
の
と
認
識
し
て
い
ま

す
。

　

そ
の
た
め
、
道
路
整
備
ア
ク
シ
ョ
ン

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
策
定
に
当
た
っ
て
は
、

バ
イ
パ
ス
整
備
等
に
つ
い
て
は
、
投
資

効
果
の
高
い
路
線
を
選
択
し
、
よ
り
早

く
効
果
が
発
現
す
る
よ
う
事
業
区
間
を

設
定
す
る
と
と
も
に
、
改
良
が
必
要
な

交
差
点
に
つ
い
て
は
、
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ

の
活
用
に
よ
り
、
ボ※

ト
ル
ネ
ッ
ク
と
な

る
箇
所
を
的
確
に
把
握
し
選
定
し
て
お

り
、
こ
れ
に
基
づ
き
計
画
的
に
事
業
を

推
進
す
る
こ
と
で
整
備
率
の
向
上
を

図
っ
て
い
き
ま
す
。

　

本
年
３
月
に
「
滋
賀
の
県
立
高

等
学
校
魅
力
化
プ
ラ
ン
」
が
策
定

さ
れ
ま
し
た
。

　

本
県
に
は
、
現
在
、
45
校
の
県
立
高

校
が
あ
り
ま
す
が
、
各
高
校
の
立
地
条

件
な
ど
も
違
う
中
で
、
具
体
的
に
ど
の

よ
う
に
魅
力
化
を
進
め
よ
う
と
し
て
い

る
の
か
伺
い
ま
す
。

■「
滋
賀
の
県
立
高
等
学
校
魅
力

化
プ
ラ
ン
」
で
は
、
各
県
立
高
校

の
魅
力
化
の
方
向
性
を
示
し
て
お
り
、

今
年
度
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
高
校
で
取

組
を
進
め
、
生
徒
の
夢
や
想
い
の
実
現

に
向
け
た
高
校
づ
く
り
を
推
進
し
て
い

き
ま
す
。

　

ま
ず
今
年
度
は
、
普
通
科
の
特
色
化

を
図
っ
て
い
く
た
め
、
地
域
連
携
重
点

の
高
校
に
お
い
て
、
国
の
事
業
を
活
用

し
な
が
ら
、
地
域
資
源
や
地
域
の
特
性

を
踏
ま
え
た
新
し
い
学
科
の
検
討
を
進

め
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
、
伊
香
高
校
で
は
、
森
・

川
・
里
・
湖
が
つ
な
が
る
北
部
な
ら
で

は
探
究
の
学
び
と
し
て
「（
仮
称
）
森

の
探
究
科
」
を
、
ま
た
守
山
北
高
校
で

は
、
起
業
家
精
神
の
育
成
や
地
域
資
源

を
活
か
し
た
探
究
の
学
び
と
し
て「（
仮

称
）
み
ら
い
共
創
科
」
を
、
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
を
配
置
し
、
関
係
の
皆
様
の

ご
意
見
を
お
伺
い
し
な
が
ら
検
討
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

「こどもまんなか応援サポーター」就任宣言

学
校
教
育

子
ど
も
政
策

産
業
振
興

道
路
整
備

６月定例会議で審議した主な議案
議案番号 件　　　　　　　　　名 結果

（議員提出）
会第４号 知事の専決処分事項の一部改正につき議決を求めるこ

とについて
可決

（知事提出）
議第84号～
議第87号

令和５年度滋賀県一般会計補正予算（第２号）　ほか
３件

可決

議第88号～
議第94号

地方自治法の一部を改正する法律の施行に伴う関係条
例の整理に関する条例案　ほか６件

可決

議第95号 契約の締結につき議決を求めることについて（滋賀県
立安土城考古博物館第１期展示改修展示制作業務委
託）

可決

議第96号 損害賠償の額を定めることにつき議決を求めることに
ついて

可決

議第97号 令和５年度滋賀県一般会計補正予算（第３号） 可決

議第98号～
議第103号

滋賀県公安委員会委員の任命につき同意を求めること
について　ほか５件

同意

番　号 件　　　　　　　　　名 結果

意見書第12号 薬剤耐性菌感染症のまん延防止への取組体制の強化
を求める意見書案

可決

６月定例会議で審議した意見書

●滋賀県議会ホームページ
　本会議や委員会の開催情報、議会の仕組み、議員
の紹介、会議録など、県議会の最新の情報を随時掲載
しています。
　また、本会議の模様はライブ中継と録画配信もし
ています。
滋賀県議会ホームページ  

https://www.shigaken-gikai.jp/

●テレビ放送の御案内
　９月３日（日）・９月10日（日）の午後６時30分から、県議会広報番組
「委員会活動リポート」をびわ湖放送で放送します。
　番組では、９月３日は常任委員会の、９月10日は特別委員会の、そ
れぞれの委員の紹介、委員会の審査や県内調査の模様、委員長のイン
タビューなどをお届けします。どうぞ御覧ください。

議会からのお知らせ

用語解説 ※「ボトルネック」・・・�道路において、前後区間と比較して相対的な交通容量の減少や一時的な速度低下により車の流れが阻害される箇所。信号交差点や合流部、トン
ネルの入り口などがボトルネックとして顕在化しやすく、そこを先頭として交通渋滞が発生する。

スマートフォン
等でも御覧いた
だけます。
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